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平
成
二
十
七
年
度
が
始
ま
り
四
月
十

八
日
、
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

多
摩
地
区
の
安
心
安
全

・
防
火
防
災

に
活
動
し
て
頂
い
た
十
九
名
の
退
団
者

の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

本
年
も
新
入
団
員
を
迎
え
多
摩
消
防

署
と
多
摩
消
防
団
は
、
地
域
を
守
る
為
、

訓
練
を
重
ね
期
待
さ
れ
る
目
標
に
向
か

っ
て
、　
一
致
団
結
し
て
頑
張
り
ま
す
。

多
摩
地
区
の
益
々
の
ご
発
展
と
災
害

の
な
い
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

お
祈
り
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

多
摩
消
防
署
長

並
木
　
努

松
澤
喜
義
団
長
を
は
じ
め
、
多
摩
消
防
団
の
皆
様

の
消
防
活
動
に
対
し
ま
す
ご
支
援
、
ご
協
力
に
あ
ら

た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
四
月

一
日
の
人
事
異
動
で
七
年
ぶ

り
に
多
摩
消
防
署
で
仕
事
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

多
摩
消
防
団
の
皆
様
に
は
、

「お
帰
り
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
事
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
郷
土
愛
護
の
精
神
に
燃
え
る
多
摩
消
防
団
の
皆
様

と
共
に
、
多
摩
区
の
安
心

。
安
全
の
為
に
全
身
全
霊

で
消
防
行
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
多
摩
消
防
団
の
益
々
の
ご
発
展
と
団
員

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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四
月
十
八
日
、
多
摩
消
防
署
講
堂

に
て
、
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。生
田
分
団
は
、
新
体
制
と
な
り
、

新
班
長
や
新
入
団
員
に
対
し
て
、

松
澤
喜
義
団
長
よ
り
辞
令
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
十
八
年
間
勤
め
ら
れ
ま
し
た

元
生
田
分
団
分
団
長

の
本
下
新

一
様

を
は
じ
め
、
退
団
さ
れ
た
方

々
に
も

辞
令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
亘
り
あ
り
が
と
う
ご
さ

い

ま
し
た
。
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生

田
分
団
分
団
長

石
川
　
秀
明

今
年
度
よ
り
、
生
田
分
団
分
団
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
今
火
災
に
限
ら
ず
、
自
然
災

害
な
ど
の
夫
曾
有
な
事
が
多
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
有
事
の
時
の
為
、
消
防
団
員
は
、

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
貴
重
な
時
間
を
割
い

て
日
頃
か
ら
様
々
な
訓
練
を
重
ね
、
地
域

の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
尽
力

し
て
い
ま
す
、

私
と
し
て
も
団
員
全
員
の
思
い
が

一
枚

岩
と
な
り
、
同
じ
気
持
ち
で
消
防
団
活
動

を
務
め
、
さ
ら
に
、
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
、
前
進
い
た
し
ま
す
。

多
摩
消
防
署
と
多
摩
消
防
団
は
、
両
輪

と
な
り
、
地
域
の
防
火
防
災
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
に

は
、
平
素
よ
り
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
度
も
生
田
分
団
は
、
今
ま
で
同
様

同
じ
気
持
ち
で
、
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
二
月
八
日
、
多
摩
消
防
署

敷
地
内
に
お
い
て
、
消
防
隊
と
の
訓
練
の
連

携
を
確
認
す
る
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

梯
子
や
コ
ー
プ
を
駆
使
し
て
、
素
早
く
建

物
上
部
に
進
入
す
る
署
員
を
補
佐
す
る
実
戦

さ
な
が
ら
の
訓
練
は
、
火
災
出
場
の
経
験
が

少
な
い
団
員
に
と
つ
て
安
全
か
つ
迅
速
な
行

動
を
身
に
つ
け
る
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

平
成
二
十
七
年
二
月
六
日
、

日
本
民
家
園
に
て
火
災
予
防
運

動
が
行
わ
れ
、
多
摩
消
防
署
を

は
じ
め
自
主
防
災
組
織
の
方
々

と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
訓
練
は
、
地
震
の

影
響
で
旧
北
村
家
で
火
災
発
生

し
た
と
い
う
想
定
で
観
光
客
の

救
助
や
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

川

崎

市

総

含

水

防

訓

練

平
成
二
十
七
年
四
月
十
八
日
、
多
摩
区

宿
河
原
、
多
摩
川
河
川
敷
せ
せ
ら
ぎ
館
付

近
に
て
、
多
摩
消
防
団
、
性
能
検
査
が
晴

天
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
班
、
小
型
ポ
ン
プ
、
車
両
と
検
査
が

進
む
中
、
団
員
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

最
後
に
各
班
が
、
ホ
ー
ス
を
結
合
し
多

摩
川

へ
の
放
水
に
よ
り
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

平
成
二
十
七
年
六
月
二
日
、
宿
河
原

の
二
ヶ
領
せ
せ
ら
ぎ
館
付
近
の
多
摩
川

河
川
敷
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
た
訓
練

に
関
係
各
局
と
共
に
、
消
防
団
員
が

加
し
ま
し
た
。

水
害
に
よ
る
被
害
の
防
止

・
軽
減
の

為
の
釜
段
工
法
、
降
雨
体
験
車
に
よ

一象
雨
体
験
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

平
成
二
十
七
年
度
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「多
摩

消
防
団
だ
よ
り
」
に
際

し
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

皆
様
に
こ
の
場
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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